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(1) 

本市の人口

t"lIrJ和521;:'8 fJ 1日現在〕

人口総数 197，555人

;J) 96，333人

女 10 1， 222人

帯 数 6 3， 5 1 2世帯

F ぷI存在吉宗I
世

六
月
笠
岡
市
灘
会
は
、
七
月
+
四
日
に
純
白
下
げ
て
招
集
さ
れ
、
会
期
を
ご
十
八
円
ま
で
の
十
荒
田
聞
と
絞
め
、
市
長
か
ら
制
出
さ
れ
汁
原
府
市
問

民
処
雌
保
険
華
例
の
一
部
を
改
定
す
る
条
例
制
宅
九
つ
い
て
噂
の
条
例
聞
係
及
び
楠
汗
干

n躯
旬
、
!
三
十
八
件
を
い
ず
れ
も
開
高
の
と
お
り
可
決
柑
ぴ

に
同
空

pe--乙と
に
渋
レ
、
ま
F』
脳
和
五
十
一
町
度
特
別
A
A
計
決
百
四
件
に
つ
い
て
は
、
決
H
H

情
十
円
特
別
按
日
会
を
般
間
し
、
こ
れ
に
付
慌
の
上
、
閉

会
申
書
す
る
こ
と
と
主
し
た
。

な
お
、
最
終
日
に
は
、
正
副
世
長
の
選
措
と
常
任
安
口
の
改
選
が
行
わ
れ
「
占
的
果
、
高
五
十
代
代
世
間
長
に
か
林
淳
治
氏
(
市
政
グ
ラ
プ
)
如
、
ま
た

第
六
十
九
忙
剛
純
涯
に
桟
川
朝
治
郎
氏
(
市
政
グ
ラ
ブ
)
が
い
ず
れ
も
指
名
拒
選
に
よ
り
、
合
前
一
致
を
も
っ
て
当
選
さ
れ
ま
し
た
・
さ
ら
に
、
「
小

売
両
策
活
蹴
の
掛
争
解
釈
に
関
す
る
精
児
科
」
の
問
問
と
甲
府
抑
医
広
域
行
政
事
務
相
合
#
び
に
甲
府
市
弔
帥
判
由
時
椛
相
脅
博
品
め
明
叱
植
民
の
選

品
な
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
七
同
三
十
八
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
Fラ

A
i
l
-
-
i
f
z
〉
、・

t
ire--j，
、
，

け

，

ee心一聞
に
折
り
込
み
、

百
も
阜
〈
解
消
す
一本
商
揮
票
特
別
世
情
棋
の
改
一止
に

吋

ヒ

U

E

山村

一一
る
よ
う
唱
力
ず
る
e

÷
よ
る
理
行
を
者
え
な
が
ら
、
当
面
は
饗

f

t

E

f

二

一

J

出

報

報

査

ω

一

石
に
基
づ
〈
綱
引
制
の
あ
る
商
諜
情
勢
川

長

寄

付
一

児

童

・

生

徒

の

個

一

.

;

明

長

会

自

民

員

算

・一

面
保
で
葬
る
よ
う
帯
刀
す
る
。

小
山

州

一

間

一

郎

世

館

館

市

立

一

一

一

別

壇

場

を

重

点

に

一

要
綱
に
京
備
が
あ
れ
ば
改
善
す
る
が

‘
量
出
町

、
た

政

会

会

話

明

会

常

任

‘
一
間

商
学
際
社
会
を
背
骨
に
過
鼎
し
一商
標
情
耐
に
行
政
が
直
接
作
ス
は
す
べ

込

山

山

間

的

州

制

鮪

ι醐
開

制

ι腿
純

一
一
た
露
草
に
よ
っ
て
、
事
な
教
育
き
で
な
い
と
い
与
え
を
も
っ
て
お

M
1

会

調

講

及

任

任

議

理

会

活

議

委

会

こ
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
輯
県
、
明
官
、
一

i

定

会

口

茶

会

疑

協

会

常

会

案

員

l
M

川
会
任
員

一

一P
、
現
段
階
で
は
告
例
制
定
の
4
2
1
は

五
日
2
5
2休
各

本

提

委

各

本

主

主

義

寝
苦
ら
い
や
非
行
化
、
あ
る
一な
ρ
。

九
一い
は
死
へ
の
逃
避
と
い
う
事
粛
す
べ
き
一
!

一E附
印

刷

山

抑

制

細

川

町

…

Fを
現
出
し
て
い
る
が
、
乙
う
し

L

A給
水

問

題

V

日

川

ト

ト

ト

中
一蓄
を
ど
の
よ
う
に
還
し
、
雪

エ

千

代

田

地

区

の

「

T
j
i
l
-、

h
i
-
-
t
=
t
i
e
-
}
-z
一い
る
か
。

一

給

水

対

策

は

一
答
何
が
な
ん
で
も
高
校
、
大
串
へ
一

ラ
プ
、
車
筆
書

E金
書
、
一
八
教

育

問

題

v

tいつ
考
え
方
は
、
玄
人
の
希
望
旦

問

干
代
田
監
(
上
謀
、
下
帯

社
会
指
聖
滑
空
し
た
い
e

一

普

通

教

室

の

す
、
産
墨
福
し
た
お
で
、
主
那
)
は
飲
料
水
に
煎
ま
れ
な
い
監
と

と
梢
捕
の
と
お
り
情
況
に
起
し
な
け
と
議
の
望
者
般
に
お
い
足
立

国

保

料

五

十

三

年

度

一

プ

レ

ハ

ブ

解

消

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
差
し
て
長
い
間
給
荏
詰
ス
の
惜
聞
が

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
当
翠
定
よ
り
時
一
す
る
こ
と
が
一
需
要
し
い
と
乙
宅
一

か

ら

資

産

劉

を

廃

止

一

問

市
内
の
小

-Z授
に
は
多
〈
一
警
の
中
毒
に
曹
を
ま
か
い
藍
烈
ま
れ
て
い
る
と
乙
毛
あ
る
が
前
筑

間

昨

日

誌

一

月

i
詔一
u
l
d
m訪
日
一

問
申
書

官

の

閏

i一
の

プ

レ

ハ

ブ

校

舎

を

て

い

手

間

野

話

訪

問

旦

に

つ

い

て
摂
さ
れ
た
い
@

一
の
認
詰
弔
問
恥
町
田
波
と
将
来
展
一
騒
が
、
高
い
き
に
思
れ
れ
る
が
、
一
市
民
は
百

島

い
陣
消
毒
ん
で
い
一
色
蓄
に
お
い
て
は
、
-
昨
年
か
土
答
書
属
医
の
飲
料
活
躍

AE商
題

V

一
刻
に
立
つ
ず
保
育
所
の
意
事
選
一語
万
博

L
F
E
mし
再
ぃ
、一
る
e
需
の
み
と
お
し
は
ど
っ
か
.

一議
器
研
究
会
P
授
け
、
定
し
い
主
は
、
行
政
に
探
せ
ら
れ
た
問
問
で
あ
り

完

全

保

育

を

一
義
討
し
、
空
軍
保
育
所
-
再
開
に
笠

ι語
一
の
従
軍
苧
は
か
る
考
え
は
あ
る
か
一

答

歪
度
の
母
校
プ
レ
ハ
ブ
薦
政
一斑の
あ
り
方
と
、
n
立
体
的
な
方
笥
に
ユ
唱
力
し
て
脅
た
が
、

mm列
車
殴
冊
に

目

標

に

努

力

す

る

考

え

で

あ

る

。

一

答

偶

聖

書
の
下
で
、
富
の
一
は
、
A
母
校
三
十
九
、
星
稜
宅
金
い

τ警
護
め
て
い
る
・

ま
た
高
ち
一よ
る
君
主
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

問

需

冊

へ

入

所

で

遣

い

乳

幼

一

一

害

事

号

、
反
町
民
事
の
増
穴
一せ
ず
歯
十
八
重
で
あ
る
・
と
の
玉

乙

ぼ
れ
の
皇
、
毒
を
き
主
う
誌
が
で
て
い
る
ぷ
柔
道
也

一

老

人

の

生

き

が

一

一

!
一

一

氾

芸

展

首

相

誌

に

棄

し

、

保

一

一

宮

、

震

慰

霊

の

主

げ

を

、
あ
る
一ハプ
の
使
用
語
は
、
一
部
主
君
主
め
、
子
供
に
鰐
萌
し
た
憎
ま
酬
の
豆
は
工

事

望

書

記

併

の
一
が
聞

事
査
の
補
完
則
投
倒
産
主
め
一

い

対

策

に

努

力

一
穂
区
せ
ざ
る
毒
訴
状
間
に
あ
る
・
一
言
て
、
明
護
請
時
に
十
九
害
、
京
、
倒
則
遣
の
震
を
警
告
書
官
拘
で
あ
る
が
、
百
十
=
互
理
問

昼

寝

話

法

制

度

薬

事

土

問

昭
和
六
十
年
に
は
、
六
十
オ
以
下
し
、

器
科
の
詰
の
霊
に
つ
一
特
別
童
、
重
喜
一
な
ど
に
残
三

の

重

要

に

あ
げ
相
理
し
て
い
る
.
事
を
計
上
す
る
と
と
も
に
水
車
及

三

月

を

目

途

に

一
噌
え
が
あ
る
か
置
を
問
主
い
。
一
上
の
老
人
の
人
口
に
占
め
る
判
定
、一
い
て
は
、
常
に
配
噂
し
て
お
り
、
運
営
一
十
主
主
て
て
い
る
が
、

音
量
一

A
経

済

問

題

V

一

芸

霊

童

話

に
つ
い
て
も
抑
元

問

著

書

一
中
の
新
審
議
出
一

答

意

書

昔

、

現

在

十

一

山

諮

問

抑

制

げ

併

に

む

か

医

科

い

U
H一
段
路
れ
れ
れ
十
日

hHf一
日

寸

刊

誌

材

料

財

政

は

大

い

伸

型

庖

対

策

で

一
定
の
理
解
世
話
、
露
間
に
麗

g苦
に
宇
す
る
議
し
て
一
一
一
同
室
長
君
事
ベ
〈
一
れ
て
お
口
、
他
都
市
に
お
い
て
堤
互
い
寝
に
が
高
い
た
い
・
一
五
十
三
宗
主
止
し
た
い
と
#
一
て
、
乙
れ
ら
普
通
警
は
、
窓
禁
物

条

修

制

定

の

考

え

は

一

公
司
入
の
宵
問
で
重
工
方

い

泉
、
車
の
事
内
容
の
あ
る
山
一
予
定
ど
お
り
持
し
て
い
る
が
、
皇
れ
て
い
る
と
乙
ろ
も
あ
る
が
噂
才
唱
が
一

答

者
人
の
年
事
長
筑
に
は
、一
え
て
い
る
。
申
思
躍
周
に
つ
い
て
一
に
収
容
す
る
こ
と
に
決
定
し
、

去

三

問

章

、
申
書
裂
の
事
互

阿
が
必
擦
で
あ
臼
、
実
問
政
上
の
一
立
の
告
、
7
シ
ケ
1
占
有
な
ど
一
主
た
る
車
で
君
。
一
ま
ず
撲
で
あ
る
こ
と
が
第
}
で
あ
る
一
は
、
週
間
韓
舎
で
、
「
君
段
す
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
保
有
罪
空
協
紘
一
母
、
疋
し
い
運
用
で
あ
る
粍
度
の
効
一

A
市

民

参

加

V

国
も
あ
る
の
で
、
霊
に
起
す
ベ
一
皇
室
加
事
て
意
義
的
し
、
一
主
覇
空
お
り
保
育
所
の
童
者
老
人
民
事
の
助
成
、
将
人
健
一
陪
裂
率
」
柑
ぴ
に
「
所
得
留
置
を
巡
め
た
結
県
プ
レ
ハ
ブ
教
章
、
笠
護
霊
で
き
る
が
、
票

率

歪

民

意

を

尊

重

し

き
と
考
え
る
が
ど
っ
か
・
一
面
に
厄
映
し
た
い
と
支
て
昔
、
一
は
、
襲
の
護
一
辺
倒
か
ら
一
重
と
一
時
事
、
提
事
に
刀
差
い
で
一
度
額
」
に
つ
い
ず
書
し
た
の
で
、そ一
別
教
著
書
室
・
皆
翠
明
言
畳
分
で
あ
る
・
行
政
事
を
効
果
削
に
エ

た

行

政

を

推

進

ま
た
、
経
惜
の
見
事
レ
な
y
姿
易
に
定
豪
州
H
J
在
京
線
一
体
と
す
る
回
答
の
槽
…
田
一
い
き
た
い
。
ま
た
者
人
の
特
性
を
活
か
一
の
帯
申
を
得
た
上
で
検
討
し
で
い
き
+
と
す
る
乙
と
と
し
て
、
そ
の
改
耗
靴
備
を
一
る
た
め
に
条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
か
-

め

議

会

新

役

員

決

ま

る

議
長
に
小
林
(
淳
)
氏
、
副
議
長
に
浅
川
氏

般
質
問
は
、
七
早
寸
八
日
か
ら
二
十
H
ま
で
の
三
H

mに
わ
た
り
、
消
口

-
雄
へ
公
明
党
)
、
一
一
一
井
五
郎
(
共

同
党
)
、
一
川
西
・
日
夫
(
市
政
グ
ゾ
、
石
川
述
朗
へ
市
政

ク
)
、
中
西
久
門
自
民
党
)
、
原
田
正
八
郎
(
社
会
党
)

の
六
氏
が
、
ゐ
什
党
各
汲
を
代
表
し
、
交
通
安
全
、
福
祉
対

節
、
尚
工
行
政
、
数
百
聞
阿
国
町
田中
、
当
…
即
す
る
山
政
の
問
凶

山
、
を
と
り
あ
げ
、
活
発
な
質
問
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ

り
王
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
.

A

内
総
合
計
画

V

新

総

合

計

画

は



門
削
な
槽
閣
も
設
問
す
る
よ
ラ
畑
町
議
が
-京
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
で
受
付
げ

民

生

委

員

会

一

間

さ
れ
ま
し
た
・
之
官
た
た
め
、
高
授
の
裏
処
理

l

民生
寮
刷
会
に
付
託
さ
れ
た
穴
積
果
一
ま
だ
し
尿
処
理
仔
政
に
削
域
住
民
一
に
混
乱
茎
ぢ
た
.

日
古
、

いずれ
eu当
周
回
阻
害
V
』
お
り
可
決
の
意
向
有
絞
り
ス
れ
て
い
T

」う
ζ

し
て
一
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

月
一
主
し
た
が
、

要
望
毒
甲
府
市
一
設
問
さ
れ
て
き
た
し
尿
建
問
器
針
万
ォ
ギ
ノ
問
題
を
守
口
々
導
要
綱

9
開
講
の
処
理
容
器
に
聞
す
る
提
協
去
に
つ
い
て
は
、
案
書
し
て
τで
は
適
切
な
裂
は
で
き
な
い
の
で
、

砕

す
の
一
部
塁
手
主
例
制
定
に
つ
「
る
高
話
が
十
件
発
期
さ
れ
る
よ
τ務
高
定
し
高
う
べ
言
。

均
一
い
て
裂
刷
会
は
、
今
回
の
し
Mm
波
取
り
一
一
軍
め
意
見
が
向
ま
し
た
が
、
今
問
会
で

陶

一

一

つ
な
配
明
r~
夜
桜
す
る
惑
は
が
附
さ
れ
一

引
一
斜
企
の
改
定
P
晶
留
に
、
し
罪
取
り
に
「
、
J
e
-
-

一
「
尚
制
法
」
の
改

π存
わ
れ
、
同
様

町
問

-

コヨ
1
L
e
ム

~

一お
げ
る
市
民
と
深
者
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消
一

'

一荷動の
測
轄
の
椴
阪
が
穴
餌
に
知
略
に

一

一

建

紋

経

済

委

員

会

一

一吾
り
に
出
晴
名
が
り
必
な
庄
市
郊
努
」

'

一付
与
さ
れ
d

骨
の
で
、
そ
れ
に
関
係
す
る

一進
ん
で
保
全
す
る
と
い
一フ
意
椴
の
開
発
一
総
数
軒
間
接
的
会
は
m
tの十
一同
一政
令
が
近
〈
れ
れ
布
さ
れ
、
そ
れ
ら
め
計

一な
ど
宍
柄
拘
悶
に
行
段
扮
市
し
、
山
由
一時
四
会
か
ら
引
聞
い
て小
崎
商
4
滑
制
の
糾
や
、
叫
の
唖
軒
な
μ
昆
て
か
ら
条
例

一

一

一

採

択

さ

れ

た

も

の

一

採

択

さ

れ

た

も

の

一界
と
十
分
協
絡
を
進
め
る
な
か
で
、
市
商
事
問
問
が
崎
被
の
出
ー
と
な
り
e
b
一制
定
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